
第３セクターを立て直す

黒岩町長就任時、
草津町の主要観光施設運営を一手に担う、

㈱草津観光公社は、膨大な累積赤字を抱えていた。

黒岩町長の財政マジックにより、この会社は窮地を脱す。

集中的な大規模投資を行い、草津観光公社の経済は
急激的な回復を見せ、2023年、過去最高の入込を記録した。



2011年 Debt Equity Swap（図左）
2021年 Debt Debt Swap（図右）



2012年 大滝乃湯 大規模改修

老朽化の進んだ施設を大規模改修。
現在では、名実ともに温泉街を
代表する浴場施設となる。



2017年 経営赤字へ転落していた

有料入浴施設をベルツこども園へ改修

子育て世代の願いであった安全性・耐久性・利便性
を備えた大型の町営ベルツこども園開設



BAN ZIP TENGU（バンジップ天狗）2019年

利用者１１万人突破
通年営業の人気アトラクション

天狗山山頂から温泉街へ滑空

・全長５００ｍ
・最高時速７０ｋｍ
・日本トップクラスの急勾配



SKY SWING （スカイスウィング）2022年

利用者２万人突破
日本最大級１０ｍの高さを誇り

吾妻連峰を見渡すことが可能

天狗山山頂へ
タワーブランコの設置



2023年パルスゴンドラ天狗完成

・3台×4群 計12台のキャビン
・MTBやペット、車椅子も乗車可能
・床の一部を透明化した「グラスフロアタイプ」採用
・輸送時と乗車時のスピードスピード変更可
・夜間営業による、山頂での星空観賞も対応可能

通年営業 絶好調 稼働中



館 内

2023年クリスタル天（そら）完成

温泉街を見渡せる
絶好のロケーション

豊洲直送の
本格寿司を提供



天狗山レストハウス（現状）概要
草津温泉スキー場のメインレストラン、ファミリーなどグループで利用可能。
和食・洋食・中華・喫茶・スキーグッズ等の販売まで、幅広く取り扱っている。

座席数：４８０席

～リゾート草津エリア～



新天狗山レストハウス（仮称） イメージ

国道292号側

夜営業も可能

ゲレンデ側



草津白根山系ジオラマの設置 イメージ

草津温泉湧出構造の
プロセスが学べる

学術的施設

科学的根拠に
基づき

温泉街が安全である
ことを示します

新天狗山レストハウス内
メインレストランへ

設置予定


